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特集「第7期システム」：ソフトウェア・ショートレビュー  
「GIS」とは，GeographicIn鮎rmationSystem  
の頭文字から名づけられています。測量  
学，地図学，地理学，数学（幾何，統計），情報  
工学（データベース，ネットワーク，画像工  
学）という幅の広い分野の知識・技術によ  
り成り立っているため，取り扱いが難しい  
イメージがあります。現在，多くのGISソ  
フトウェアが開発されていますが，愛知大  
学の情報メディアセンターでは，世界の6  
大GISの1つであるMapInfo社のシステム  
を利用しています。このシステム は，世  
界でいち早く，「デスクトップGIS」として，  
販売されました。操作は非常に簡単で，お  
おくのユーザーからの支持を得ており，そ  
のユーザーインタフェースは後続のGIS開  
発に影響を与えています。   
GISの基本的概念は単に地図の表示で  
はなく，現実世界に存在する要素（土地，建  
物，道路，河川，車，‥・）をもとに，計算機  
内に仮想的な世界を作り上げ，解析を行う  
ことです。そのため，それぞれの目的によ  
り構築する要素は異なってきます。   
GISは，「道路網による最適な経路探索」，  
「地域情報解析」，「マーケテイング戦略」，  
「古地図から歴史的環境の把握」などの多  
くの調査・分析に利用されています。地球  
上に存在する「もの・現象」はすべてGISに  
有効なデータであり活用することが求め  
られています。   
愛知大学では「GISにおける地域解析」と  
いうテーマで，総務省統計局の国勢調査の  
データと，愛知県，三重県における市町村  
の地図データを使い，各市町村における行  
政基盤，経済基盤の分析を行い，市町村間  
の類似性，相違性を客観的に把握すること  
を行っています。市町村は平成の大合併  
が進められ，地域の特性が大きく塗り替え  
られてきています。そのために，合併前，  
合併後という解析を行うことで，地域情報  
の推移，変化を求めてみることも目的とし  
ています。すべての解析結果は「ビジュ  
アル表現」となることで，単純な「数値」か  
ら理解しやすい結果となり研究成果をま  
とめやすくなります。現在は，まさにイン  
ターネットの時代であり，この講義の中  
で，GoogleMaps，GoogleEarthとの機能と  
あわせた解析を行っています。  
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図1：GeoTi仔画像（エジプト）の利用例  
図2：愛知県内市町村における地域解析  
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